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太陽光発電承ります
まずはご相談ください
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会
議
所
は
お
役
に
立
ち
ま
す
！ 

な
ん
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ
い
ま
会
員
募
集
中
！

会議所コーナー
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・さわやかスタッフ紹介

・会員親睦ゴルフコンペ参加者募集

・消費税増税対策セミナーご案内

・さつき共済キャンペーン実施中

編集発行人　 田村　一夫
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「
松
坂
流
し
」
は
当
初
、

17
日

（月）
に
開
催
さ
れ
る
予
定

で
し
た
が
、
開
始
時
刻
の
悪

天
候
が
危
惧
さ
れ
た
た
め
、

予
備
日
の
18
日

（火）
に
順
延
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
優
雅
で
し
な
や

か
な
手
さ
ば
き
を
一
目
見
よ

う
と
多
数
の
観
客
が
ア
ー
ケ

ー
ド
内
を
埋
め
る
中
、
新
津

松
坂
協
会
の
歌
声
と
地
方
の

笛
や
太
鼓
の
演
奏
に
合
わ
せ

て
、
編
み
笠
に
色
と
り
ど
り

の
浴
衣
に
身
を
包
ん
だ
踊
り

手
が
一
斉
に
本
町
目
抜
き
通

り
を
踊
り
、
踊
り
手
、
観
客

と
も
に
一
体
と
な
っ
て
伝
統

あ
る
「
新
津
松
坂
流
し
」
を

堪
能
し
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
25
分
、
開
会
セ

レ
モ
ニ
ー
の
後
、
定
刻
の
午

後
７
時
30
分
「
秋
葉
山
か
ら

吹
き
お
ろ
す
風
は
～
」
の
歌

に
合
わ
せ
一
斉
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。　

　

８
時
30
分
に
終
了
、
続
い

て
第
二
部
で
は
、
里
神
楽

の
舞
い
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
19
日

（水）
と
20

日
（木）
に
は
、
優
雅
な
松
坂

の
舞
い
と
対
照
的
な
雄
々

し
い
「
屋
台
・
た
る
み
こ
し

ま
つ
り
」
。
屋
台
囃
子
の

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
、
各
町

内
ご
と
に
自
慢
の
彫
り
物

が
施
さ
れ
個
性
豊
か
に
装

飾
さ
れ
た
７
台
の
屋
台
が

激
し
く
競
い

合
い
、
新
津

の
市
街
地
な

ど
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。

そ
し
て
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス

の
宮
上
り
で

は
、
祭
り
の

終
わ
り
を
惜
し
む
か
の
よ
う

に
、
屋
台
同
士
が
押
し
合
い

ま
し
た
。

　

「
松
坂
流
し
」
を
実
施
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の

方
々
か
ら
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
賞
金
や
寄
付
金

等
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
事

業
所
等(

順
不
同)

に
つ
き
ま

し
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

挨拶をする前田観光協会副会長

宮上りをする屋台
（写真：コダカメラ様ご提供）

会議の様子

囃子方の皆さんと松坂流しの様子(上)

◆
ウ
チ
ワ
の
部
◆

日
佑
電
子
㈱
・
㈱
桝
形
屋
・

秋
葉
温
泉
花
水
・
㈱
新
津
自

動
車
学
校
・
㈲
坂
爪
ホ
ン
ダ

販
売
・
㈱
新
森
・
日
揮
触
媒

化
成
㈱
新
潟
事
業
所
・
㈱
イ

ザ
ワ
靴
店
・
多
良
富
久
・
新

津
郷
土
地
改
良
区

◆
賞
金
の
部
◆

日
佑
電
子
㈱
・
㈲
新
津
清
掃

社
・
斎
藤
電
機
㈱
・
㈱
八
重

電
業
社
・
新
津
料
理
業
組
合

・
新
津
工
業
団
地
連
絡
協
議

会
・
新
津
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
パ
ル
ス
・
㈱
ト
ー
ヨ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
・
新
潟
日
報
社

㈱◆
賞
品
の
部
◆

Ｂ
Ｄ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

・
新
津
酒
販
協
同
組
合
・
㈲

菓
子
工
房
マ
ツ
サ
カ
ヤ
・
㈲

羽
入
・
㈲
本
間
製
菓
・
㈲
ひ

っ
越
屋
・
松
月
分
店
・
㈲
駿

河
屋
・
㈲
徳
永
商
店
・
㈲
に

い
つ
オ
ー
サ
カ
ヤ
・
箕
輪
菓

子
店
・
㈲
阿
部
久

◆
そ
の
他
協
力
団
体
◆

新
潟
交
通
観
光
バ
ス
㈱
・
ベ

ル
シ
テ
ィ
新
津
・
㈱
川
名
花

店
・
㈲
村
木
呉
服
店
・
㈱
北

越
銀
行
新
津
支
店
・
㈱
第
四

銀
行
新
津
支
店
・
に
い
つ
フ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
三
之
町
店
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坂
流
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所

賞
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協
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事
業
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賞
金
等
協
力
事
業
所

　

に
い
つ
夏
ま
つ
り
を
彩
る
「
新
津
松
坂
流
し
」
が

　

に
い
つ
夏
ま
つ
り
を
彩
る
「
新
津
松
坂
流
し
」
が
1818
日

（火）（火）
、
新
津
本
町

、
新
津
本
町

目
抜
き
通
り
で
行
わ
れ
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら
伝
わ
る
「
新
津
松
坂
」
の

目
抜
き
通
り
で
行
わ
れ
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら
伝
わ
る
「
新
津
松
坂
」
の

調
べ
に
の
っ
て
、

調
べ
に
の
っ
て
、
2222
団
体
、
約
１
，
０
０
０
人
の
踊
り
手
が
、
優
雅
に
、

団
体
、
約
１
，
０
０
０
人
の
踊
り
手
が
、
優
雅
に
、

そ
し
て
元
気
に
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

そ
し
て
元
気
に
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

続
く

　

続
く
1919
日

（水）（水）
、
2020
日

（木）（木）
に
は
に
は
、「
屋
台
・
た
る
み
こ
し
ま
つ
り

「
屋
台
・
た
る
み
こ
し
ま
つ
り
」
が
行
わ

が
行
わ

れ
、
引
き
手
・
担
ぎ
手
の
威
勢
の
よ
い
掛
け
声
と
と
も
に
屋
台
・
お
神
輿

れ
、
引
き
手
・
担
ぎ
手
の
威
勢
の
よ
い
掛
け
声
と
と
も
に
屋
台
・
お
神
輿

な
ど
が
町
内
を
巡
行
し
ま
し
た
。

な
ど
が
町
内
を
巡
行
し
ま
し
た
。

　

各
町
内
の
屋
台
が
押
し
合
い
を
繰
り
広
げ
る
頃
に
は
、
引
き
手
と
観
客

　

各
町
内
の
屋
台
が
押
し
合
い
を
繰
り
広
げ
る
頃
に
は
、
引
き
手
と
観
客

が
一
体
と
な
っ
て
、
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し
、
周
辺
は
熱
気
に
包

が
一
体
と
な
っ
て
、
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し
、
周
辺
は
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

ま
れ
ま
し
た
。

にいつ夏まつり 盛り上がりました!!
にいつ夏まつり 盛り上がりました!!

｢新津松坂流し｣ ｢屋台･たるみこしまつり｣
｢新津松坂流し｣ ｢屋台･たるみこしまつり｣にいつ夏まつり 盛り上がりました!!

｢新津松坂流し｣ ｢屋台･たるみこしまつり｣

　

に
い
つ
夏
ま
つ
り
を
彩
る
「
新
津
松
坂
流
し
」
が
18
日

（火）
、
新
津
本
町

目
抜
き
通
り
で
行
わ
れ
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら
伝
わ
る
「
新
津
松
坂
」
の

調
べ
に
の
っ
て
、
22
団
体
、
約
１
，
０
０
０
人
の
踊
り
手
が
、
優
雅
に
、

そ
し
て
元
気
に
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

続
く
19
日

（水）
、
20
日

（木）
に
は
、「
屋
台
・
た
る
み
こ
し
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
、
引
き
手
・
担
ぎ
手
の
威
勢
の
よ
い
掛
け
声
と
と
も
に
屋
台
・
お
神
輿

な
ど
が
町
内
を
巡
行
し
ま
し
た
。

　

各
町
内
の
屋
台
が
押
し
合
い
を
繰
り
広
げ
る
頃
に
は
、
引
き
手
と
観
客

が
一
体
と
な
っ
て
、
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し
、
周
辺
は
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

８
月
19
日

（水）
、
新
潟
県
商

工
会
議
所
連
合
会
と
国
土
交

通
省
北
陸
地
方
整
備
局
と
の

懇
談
会
が
、
中
央
区
内
の
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
当
所
か

ら
は
古
川
会
頭
と
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
田
村
専
務
理
事

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

福
田
勝
之
県
連
会
頭
、
藤

山
秀
章
整
備
局
長
の
挨
拶
の

あ
と
、
同
局
企
画
部
長
よ
り
、

予
算
の
概
要
、
本
県
の
主
要

事
業
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

「
北
陸
地
方
整
備
局
の
最
近

の
話
題
」
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
県
内
各

地
商
工
会
議
所
会
頭
と
の
意

見
交
換
を
行
い
、
古
川
会
頭

は
、
産
業
振
興
・
地
域
振
興

に
向
け
て
整
備
を
急
ぐ
べ
き

社
会
資
本
と
し
て
、
①
国
道

４
０
３
号
線
の
未
整
備
区
間

の
早
期
供
用
化
と
既
往
整
備

区
間
の
複
線
化
、
②
国
道
４

６
０
号
線
の
市
街
地
を
経
由

す
る
狭
隘
な
旧
道
区
間
の
整

備
、
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ

ま
し
た
。

　

こ
の
陳
述
に
対
し
、
同
局

道
路
部
長
よ
り
、
県
、
市
か

ら
の
要
望
を
も
踏
ま
え
て
必

要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
と

の
回
答
を
得
ま
し
た
。

北
陸
地
方
整
備
局
と
の
懇
談
会


